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2008 年 3 月 14 日～20 日 社研春季合宿研（タイ）行程 
 
事務局長 村上 俊介 
 
実施期日：2008 年 3 月 14 日（金）～3 月 20 日（木） 
視 察 先：タイ 
目  的：１）1997 年アジア通貨危機の克服とその後の安定経済成長の実態調査 
２）バンコクおよびチェンマイなど主要都市と地域経済・社会との関係視察 
３）タイにおける日本企業の現状、および日本＝タイ関係についての調査 
日  程： 
3 月 14 日（金）移動日 日本→（バンコク）→チェンマイ 
午前 10:45 成田発 TG641 （→バンコク 15:45 着） ※時差マイナス２時間 
午後 17:15 バンコク発 TG116（→チェンマイ 18:25 着） 
3 月 15 日（土）チェンマイ 
午前 9:30 ホテル出発 
  10:00 チェンマイ中小企業振興事務所（所長 Mr. Weeranan Neeldanuwong） 
 にてチェンマイ大学人間科学部日本語学科教授 Ms. Saranya の通訳 
午後 チェンマイ中小企業振興事務所の案内で OTOP 工場 2 カ所見学 
  13:30 Lung Wong 傘製造産業グループ(1 時間) 
  15:00 バーンベンチャワン香りろうそく生産(1 時間) 
夕 17:00 ホテルにて今村真央氏（チェンマイ大学研究員）によるタイへの移民労働力に関
するレクチャー 
3 月 16 日（日）チェンマイ→バンコク 
午前 自由時間 
午後 16:55  TG1117  チェンマイ→18:05 バンコク 
3 月 17 日（月）バンコク 
午前 ニッサン・タイランド 
午後 タイ日工業大学訪問 
3 月 18 日（火）バンコク 
午前 タイ中央銀行 訪問 
午後 いすゞタイランド 訪問 
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3 月 19 日（水）バンコク 
午前 味の素 訪問 
午後 自由時間 
3 月 20 日（木） 8:20 TG676 バンコク→16:00 成田 
 
3 月 14 日（金） 
 飛行機は 10 時 45 分に出て、バンコクに 15 時 45 分に到着。とはいえ、2 時間時計を戻した
結果の時間だから、所要時間は 7 時間。 









3 月 15 日（土） 










 9 時 30 分に北部中小企業発展促進センターに到着し、センター長の Veranant 氏から中小企
業振興センターの活動と一村一品運動の現状についてレクチャーを受けた。 
 まず Veranant 氏の挨拶と、内田所長の挨拶。 
 Veranant 氏のレクチャーの内容は以下の通り。 



























 こうした地方産業促進のため、具体的には IPC は、敷地内にたくさんあるブースで、年三回、
展示会を開く。 



















 みんな質問したくてうずうずしているのがよく分かったが、質問時間は 11 時 50 分までの 30
分しか取れなかった。そのまま放っておくといつまでも質問し続ける勢いなので、質問を短く
してくれるように頼んだり、強引に 11 時 50 分で中止した。そのあとみんなで集合写真。 
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その「越える線」なのか。非常に難しい。 
 さて午後は、チェンマイ市内から 1 時間ほど山の中に入っていって、模型の船を造っている
工房（メーヴィン模型船工房）と銀細工の工房（バンカード銀細工工房）に行った。行く途中
には川沿いの道路を馬力の小さいバスが坂を登っていった。川はかなりの清流で、途中には草
葺き屋根のドライブインがいくつかあり、タイ人や欧米人が泳いでいた。14 時から 15 時まで
いた模型船工房は 20～30 人のミニチュア戦を作っている。また 15 時半から 14 時半までいた銀
細工の工房は現在 11 人の従業員規模のもので、どちらも入り口に OTOP の丸い看板が取り付
けてあり、またどちらも工房敷地内に展示販売所を持っていて、 




















3 月 17 日（月） 
 朝 8 時、午前中の訪問先である「ニッサン・タイランド」に向けて出発。朝の通勤時とはい
え、ラッシュとは反対方向（バンコクの西郊外）だったのでバスはスムーズにニッサンに到着
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した。到着が 9 時で、9 時半頃に訪問するように伝えていたので、あちらが準備をするために
30 分ほど会議室で待った。工場見学の前の解説は村越さんという人が担当してくれた。 
 いろいろ組織図が分かれていたが、主要にはエンジン製作工場の NPT と、自動車製造工場の
SNAに分かれている。株の保有率としてはニッサンが75％、Siam Motorsという現地法人が25％。
その組織説明をしてくれたが詳しいことはメモしていない。ただし SNA の各部門マネージャー
34 人中タイ人 23 人、日本人 11 人。もっとも各組織のトップは日本人とフランス人が占めてい
る。従業員は SNA の場合、Direct 655 人（ライン）、Semi-Direct(保全）、Indirect（テンポラリー
労働者）142 人の合計 989 人である。労働者の賃金は月 2 万バーツで、臨時工の場合は日給 170B
で月に 5,500B だとのこと。主に生産しているのはピックアップトラック（1 トン・トラック）
の Frontier NAVADA（70 万 B）が 3 車種、その他 TIIDA と Teana を作っている。2007 年より輸
出を始め、2008 年にはタイ国内販売と輸出を半々にするとのこと。 
 工場は 1962 年に立ち上げ、順調に生産が伸びて、1995 年には 95,194 台までいったが、その
直後経済危機で急激に生産台数が落ち込み、1998 年には 1 万台になった。それから回復はして
いるが、2000 年代前半は 4～5 万台であり、2006 年現在 63,521 台にまで回復した。年間の生産
台数能力はフル稼働で残業を前提にして年間 14 万台。トヨタは年間 50 万台の生産能力を有す
るが、他のマツダ、三菱、ホンダ、いすゞなどはどこも 12～15 万台である。 
 部品の内製率は 50％くらいで、販売台数の少ないものは日本からの部品を 70％位使用してい
る。NAVADA の場合、日本からの部品は 20％位で、内製率が高い。 

































 部品の調達率について、車両部品は 9 割が現地調達であり、今後のモデルは 100％を目指す。










 終了が 12 時少し前。 
 昼食が終わって 2 時にタイ日工業大学に到着。2 時 10 分より 30 分間、学長よりタイ日工業
大学（TNI）の設立経緯の説明が日本語であり、そのあと質問に答えた。学長に専修大のロゴ
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入り時計を贈呈。 










 4 時 10 分より、工業省「裾野産業、技術・標準化促進部部長」のパヌワット氏（Panuwat Triyangkulsri）
が、これまた流ちょうな日本語の達人で、日本とタイの経済協力について解説を受けた。 
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 10時から 10時半までほぼ予定通りDon Nakornthab氏が、用意したパワーポイントのペーパー
を配ってレクチャーをした。 
 10 時半からは大倉氏が用意したペーパーで質問を 4 つ提起し、それに対してまずナコンター
ブ氏が答えた。 





 昼食後、予定通り 2 時にタイ・イスズ自動車 Samrong 工場を訪問。取締役の井上重久氏は S.52
年専大法学部卒業という縁あり。彼の挨拶。 
 まず DVD による会社概要。1966 年設立され、現在従業員 3535 人。サプライヤーは 166 社。
ピックアップトラック、トラックを生産している。ピックアップトラックは長らくタイでのシェ
アがトップであり、昨年トヨタに抜かれた。現在奪還に努力している。ピックアップトラック
















すゞだが販売は三井物産に任せていた。そして 1966 年にいすゞタイランドを設立し、1974 年
からピックアップを生産し始めて、2004 年には 15．2 万台を生産するようになった。 
















 まず売り上げ推移は、2005 年 1,221 億 B、2006 年 1,513 億 B、2007 年 1,480 億 B で、台数で
は 2006 年が 179,010 台、2007 年が 151,000 台とのこと。そして国内と輸出が半々。 
 従業員数は 2005 年が 3,530 人、2006 年 3,657 人、2007 年 3,348 人。うちスタッフが 500～600
人で、日本人は 50 名強。大ざっぱに正社員が 1,500 人、臨時社員が 1,500 人。 
 資本比率はタイ 28.6％、日本 71.4％。 
 これまでピックアップに関しては歴史もあり、タイ国内でシェア一位だったが、2007 年トヨ
タに抜かれた。それが多分売り上げや生産台数や従業員数の前年割れとなっている原因だろう。 





3 月 19 日（水） 
 この日は最後のスケジュールで、午前中に味の素に行き、午後は自由時間。 
 味の素ノンケー工場はバンコクから 1 時間半～2 時間かかるところだ。バンコクからのバス
はスムーズに進み、9 時 20 分にノンケー工場に着いた。バンコクからの道路は広く、高速道路
と一般道路の区別が付かないほどに一般道路も広かった。ノンケーの工場団地は広々と、しか





 この工場は 2005 年 2 月の操業開始で、タイにある直轄 5 工場、関連 13 工場のうち、最も新
























日本の半分くらいなのに、量は日本と同じくらい売れている。11 時 20 分になったので、質
疑を終え、坂口氏を入れて写真を撮って、終了。バンコクに向かう途中、アユタヤ近郊のホ
テルで昼食をして、一路バンコクに向かった。 
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 これで全行程が終了し、翌日帰国。 
 
氏     名 学    部 専   門 ・ 専   攻 
池 本 正 純 経   営 企業家論 
稲 田 十 一 経   済 国際協力論 
内 田   弘 経   済 経済原論・社会科学論 
大 西 勝 明 商   学 企業論 
梶 原 勝 美 商   学 ブランドマーケティング論 
田 口 冬 樹 経   営 マーケティング・流通 
殿 村 晋 一 商   学 商業史 
原 田 博 夫 経   済 地方財政論 
広 瀬 裕 子 法   学 教育行政論 
平 尾 光 司 経   済 企業論・金融論 
福 島 利 夫 経   済 経済統計学 
福 島 義 和 文   学 都市環境学 
水 川   侑 経   済 産業組織論 
宮 本 光 晴 経   済 企業経済学 
村 上 俊 介 経   済 社会思想史 
飯 田 謙 一 研 究 参 与 国際経営 
加 藤 幸三郎 研 究 参 与 近代日本経済史 
儀 我 壮一郎 研 究 参 与 多国籍企業論 
北 川 隆 吉 研 究 参 与 社会学（産業・都市） 
熊 野 剛 雄 研 究 参 与 日本経済論・金融論 
 
